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年頭のあいさつ

 New Year Greetings 2021

えびの市長

村 岡 隆 明
Muraoka　Takaaki

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
日
本
上
陸
に

は
じ
ま
り
、
日
本
全
土
へ
の
感
染
拡
大
と
世
界
的
流

行
が
発
生
し
、
多
く
の
感
染
者
が
症
状
に
苦
し
ま
れ

た
り
、
命
を
落
と
さ
れ
た
り
し
た
ほ
か
、
人
や
物
の

移
動
を
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
世
界
経
済
に
も

甚
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
日
常
生
活
に
お
き
ま

し
て
も
、『
新
し
い
生
活
様
式
』
を
求
め
ら
れ
る
一

方
で
、
I
C
T
技
術
を
駆
使
し
た
『
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
が
急
激
に
浸
透
す
る
な
ど
、
世
界

が
激
変
し
た
1
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
は
、
昨
年
12
月
1
日
に
市

制
施
行
50
周
年
を
迎
え
、
同
月
6
日
に
は
、
記
念
式

典
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨

席
を
賜
り
、
盛
会
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
市
制
施
行
50
周
年
に
係
る
諸
事
業

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
地
域
経
済
発
展
や
観

光
振
興
な
ど
、
地
方
創
生
の
推
進
に
注
力
し
、「
み

ん
な
で
築
い
た
50
年
　
次
に
進
も
う
新
時
代
」
と
い

う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
歴

史
と
こ
れ
を
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
先
人
に
感
謝
し
、

輝
か
し
い
未
来
を
次
の
世
代
に
し
っ
か
り
引
き
継
い

で
ま
い
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

や
温
暖
化
に
よ
る
大
規
模
自
然
災
害
な
ど
新
た
な
脅

威
が
押
し
寄
せ
る
中
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、
現
実
と
力
強
く
共
存
し
な
が
ら

明
る
い
未
来
に
向
け
て
結
束
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
さ
て
、
本
年
は
、
平
成
30
年
に
発
生
し
た
硫
黄
山

噴
火
に
伴
う
河
川
白
濁
か
ら
2
年
半
が
経
ち
、
長
江

川
に
続
き
赤
子
川
に
お
い
て
も
水
質
が
安
定
し
、
地

元
農
家
の
皆
様
の
同
意
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、
ま
た

水
路
へ
の
取
水
管
理
シ
ス
テ
ム
が
5
月
ご
ろ
か
ら
運

用
開
始
で
き
る
こ
と
か
ら
、
赤
子
川
か
ら
の
取
水
再

開
が
決
ま
り
ま
し
た
。
4
季
ぶ
り
に
市
内
全
域
の
水

田
で
稲
作
が
再
開
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
本
市
の
農

業
が
元
気
を
取
り
戻
す
こ
と
で
、
よ
り
一
層
農
業
の

振
興
が
加
速
す
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
3
月
に
は
、
商
工
業
の
ひ
と
つ
の
重
要
拠

点
と
な
る
「
え
び
の
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
」
の
完
成

を
控
え
て
お
り
ま
す
。
最
終
目
的
で
あ
る
企
業
の
誘

致
に
よ
る
働
く
場
の
確
保
に
向
け
て
、
引
き
続
き
、

本
市
の
魅
力
発
信
と
セ
ー
ル
ス
に
ま
い
進
す
る
所
存

で
す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
健
や
か
で
穏
や
か
な
年
と

な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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畜
　
産

新
米
出
荷
・
全
域
稲
作
再
開
報
告

知
事
表
敬
訪
問

問
市
畜
産
農
政
課 

農
産
園
芸
係
　
☎
35
‐
1
6
5
0
（
直
通
）

　

12
月
25
日
、有
限
会
社
レ
ク
ス
ト
が
、

人
型
ロ
ボ
ッ
ト「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ（
ペ
ッ

パ
ー
）」
を
市
に
無
償
貸
与
す
る
こ
と

に
伴
い
、
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
は
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
と

9
月
に
連
携
協
定
を
締
結
し
、
教
育
に

関
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
回
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
新
し
い
技
術
に
触
れ
て
ほ
し

い
と
、
有
限
会
社
レ
ク
ス
ト
が
ペ
ッ

パ
ー
の
3
年
間
の
リ
ー
ス
契
約
を
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
と
締
結
し
、
市
に

無
償
で
貸
与
し
ま
し
た
。
民
間
企
業
が

ペ
ッ
パ
ー
の
導
入
費
用
を
負
担
し
、
自

治
体
に
貸
与
す
る
例
は
県
内
で
は
初
め

て
で
、
全
国
で
は
2
例
目
で
す
。

　

同
社
の
長
友
浩
人
代
表
取
締
役
は

「
県
内
の
先
進
事
例
と
し
て
期
待
し
て

い
ま
す
。こ
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
時
代
に
、

私
た
ち
が
子
ど
も
の
こ
ろ
に
は
な
か
っ

た
よ
う
な
経
験
を
子
ど
も
た
ち
に
し
て

ほ
し
い
で
す
」、村
岡
隆
明
市
長
は
「
地

元
の
企
業
に
応
援
し
て
い
た
だ
け
て
大

変
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
子
ど
も
た
ち
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
等
）
の
支

援
に
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

長友代表取締役（写真右）から目録が手渡されました

教
　
育

子
ど
も
た
ち
の
I
C
T
教
育
支
援
に

人
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
貸
与

問
市
学
校
教
育
課 

教
育
係
　
☎
35
‐
3
7
2
1
（
課
直
通
）

　

12
月
15
日
、
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
や
Ｊ
Ａ

稲
作
振
興
会
が
「
え
び
の
産
ヒ
ノ
ヒ
カ

リ
」
の
新
米
を
宮
崎
県
知
事
に
届
け
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
30
年
4
月
に
発

生
し
た
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う
河
川
の
白

濁
に
よ
り
一
部
の
農
家
が
稲
作
を
断
念

し
て
い
た
が
、
来
季
か
ら
市
内
全
域
で

の
稲
作
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
と
、
今
季

の
お
い
し
い
新
米
を
出
荷
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
を
報
告
す
る
た
め
に
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　

同
会
会
長
の
高
牟
禮
宏
邦
さ
ん
か

ら
、
河
野
俊
嗣
知
事
に
新
米
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

水
質
検
査
で
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た

た
め
、
来
季
は
赤
子
川
か
ら
の
取
水
が

再
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
4
年
ぶ
り

に
市
内
全
域
で
の
稲
作
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

市内全域稲作再開の報告を行いました

高牟禮会長（写真右）が河野知事に新米を手渡しました

畜
　
産

問

2
月
は
家
畜
防
疫
強
化
月
間
で
す

市
畜
産
農
政
課 

畜
産
振
興
室
　
☎
35
‐
3
7
4
4
（
課
直
通
）

　

国
内
で
は
、
昨
年
11
月
か
ら
西
日
本

の
養
鶏
場
で
致
死
率
の
高
い
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
多
発
し
、
こ
れ

ま
で
に
14
県
34
事
例
約
４
８
７
万
羽
が

殺
処
分
さ
れ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
（
県
内
で
は
9
事
例
約
59
万
羽

が
殺
処
分
）。
さ
ら
に
、
全
国
で
は
野

鳥
の
死
骸
や
ふ
ん
、
ね
ぐ
ら
の
水
か
ら

も
同
ウ
イ
ル
ス
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

市
内
に
ウ
イ
ル
ス
侵
入
の
危
険
性
が
非

常
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
養
豚
農
場
で
の
豚
熱
（
Ｃ
Ｓ

Ｆ
：
旧
称
豚
コ
レ
ラ
）
の
発
生
が
、
昨

年
中
に
沖
縄
県
、
群
馬
県
、
三
重
県
、

山
形
県
と
続
発
し
て
い
ま
す
。
野
生
イ

ノ
シ
シ
か
ら
の
豚
熱
や
近
隣
に
お
け
る

ア
フ
リ
カ
豚
熱
（
Ａ
Ｓ
Ｆ
：
旧
称
ア
フ

リ
カ
豚
コ
レ
ラ
）、
口
蹄
疫
が
依
然
と

し
て
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。

【
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

　

香
川
県
、宮
崎
県
、福
岡
県
、兵
庫
県
、

奈
良
県
、
広
島
県
、
大
分
県
、
和
歌
山

県
、
岡
山
県
、
滋
賀
県
、
高
知
県
、
徳

島
県
、
千
葉
県
、
岐
阜
県
の
14
県
で
は
、

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
が
34
事
例
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
韓
国
で
は
、
12
月
5
日
に
ア

ヒ
ル
飼
養
農
場
か
ら
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
確
認
さ
れ
、

台
湾
で
は
季
節
を
問
わ
ず
農
場
で
の
発

生
が
継
続
的
に
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
県
内
で
9
例
と
、

多
発
し
て
お
り
、
市
内
に
ウ
イ
ル
ス
が

ま
ん
延
し
て
い
る
可
能
性
が
非
常
に
高

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
養
鶏
農
家
の
皆

さ
ん
は
、
再
度
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
確
認

と
補
修
、
捕
獲
器
・
忌
避
剤
・
殺
鼠
剤

の
設
置
、鶏
舎
周
り
の
石
灰
散
布
な
ど
、

最
大
限
の
防
疫
体
制
を
整
え
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
愛
玩
鶏
を
飼
養
し
て
い
る

皆
さ
ん
も
、
鶏
は
小
屋
内
で
管
理
し
、

金
網
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
設
置
、
エ
サ
や

水
は
小
屋
内
に
設
置
な
ど
、
野
鳥
と
の

接
触
を
さ
け
る
よ
う
な
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
豚
熱
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）、ア
フ
リ
カ
豚
熱
（
Ａ

Ｓ
Ｆ
）】

　

平
成
30
年
９
月
以
降
に
国
内
で
Ｃ
Ｓ

Ｆ
の
発
生
が
10
県
61
事
例
、
野
生
イ
ノ

シ
シ
に
つ
い
て
は
22
府
県
で
２
９
４
８

頭
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
感
染
が
危
惧

さ
れ
る
状
況
で
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
30
年
８
月
17
日
、
中

国
で
、
ア
ジ
ア
地
域
で
は
じ
め
て
Ａ
Ｓ

Ｆ
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
以
降
、
周

辺
国
に
感
染
が
拡
大
し
、
13
カ
国
で

７
５
６
３
件
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
国
内
で
は
、平
成
30
年
10
月
以
降
、

旅
客
の
携
帯
品
か
ら
収
去
し
た
畜
産
物

か
ら
、
Ａ
Ｓ
Ｆ
遺
伝
子
が
89
件
確
認
さ

れ
て
お
り
、
警
戒
が
必
要
で
す
。

【
口
蹄
疫
】

　

令
和
2
年
1
月
に
ロ
シ
ア
、
5
月
に

中
国
で
口
蹄
疫
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
引
き
続
き
警
戒
が
必
要
で
す
。

　

市
内
で
発
生
し
た
口
蹄
疫
終
息
か
ら

10
年
が
経
過
し
、
防
疫
意
識
の
低
下
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
畜
産
農
家
の
皆

さ
ん
は
、
飼
養
衛
生
管
理
基
準
を
順
守

し
、
野
生
動
物
の
侵
入
防
止
や
畜
舎
の

清
掃
・
消
毒
、
立
入
者
記
録
簿
の
記
入
、

農
場
内
外
の
長
靴
の
履
き
替
え
、
車
両

消
毒
、踏
込
消
毒
槽
の
点
検
を
徹
底
し
、

防
疫
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
毎
月
20
日
は
消
毒
の
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
の
一
斉
消
毒

の
取
り
組
み
な
ど
、
関
係
者
が
一
体
と

な
っ
た
防
疫
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。

※
事
例
等
の
数
字
は
、
全
て
1
月
6
日

現
在
の
も
の
で
す
。

野生動物侵入防止対策をしましょう

消毒の徹底をお願いします

広報 広報令和3年1月号 令和3年1月号5 4



　
税

問

令
和
3
年
度
市
・
県
民
税（
個
人
住
民
税
）が

改
正
さ
れ
ま
す

市
税
務
課 

市
民
税
係
　
☎
35
‐
3
7
3
4
（
直
通
）

　

市
・
県
民
税
（
個
人
住
民
税
）
が
、

令
和
3
年
度
課
税
（
令
和
2
年
1
月
1

日
か
ら
令
和
2
年
12
月
31
日
ま
で
の
所

得
申
告
に
係
る
も
の
）
か
ら
税
制
改
正

さ
れ
ま
す
。
変
更
点
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
給
与
所
得
控
除
・
公
的
年
金
等
控
除

か
ら
基
礎
控
除
へ
の
振
り
替
え

　

給
与
所
得
控
除
お
よ
び
公
的
年
金
等

控
除
額
を
一
律
に
10
万
円
引
き
下
げ
る

と
と
も
に
、全
て
の
人
に
適
用
さ
れ
る

基
礎
控
除
の
控
除
額
が
同
額
の
10
万
円

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

※
給
与
所
得
と
公
的
年
金
等
に
係
る
雑

所
得
が
両
方
あ
る
人
は
、負
担
増
と
な

ら
な
い
よ
う
、「
所
得
金
額
調
整
控
除
」

の
措
置
が
あ
り
ま
す
。

■
給
与
所
得
控
除
の
見
直
し

　

給
与
所
得
控
除
の
上
限
額
は
、

適
用
さ
れ
る
給
与
等
の
収
入
金
額

が
８
５
０
万
円
、
そ
の
上
限
額
が

１
９
５
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。

■
公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が

１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
、控
除

額
に
１
９
５
万
5
千
円
の
上
限
が
設
け

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
公
的
年
金
等
以
外

の
所
得
金
額
が
１
０
０
０
万
円
を
超
え

る
場
合
、控
除
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
。

■
ひ
と
り
親
控
除
の
創
設
お
よ
び
寡
婦

（
夫
）控
除
の
改
正

　

全
て
の
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
し
て
公

正
な
税
制
を
実
現
す
る
観
点
か
ら
、婚

姻
歴
の
有
無
や
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

生
計
を
一
に
す
る
子（
前
年
の
総
所
得

金
額
等
48
万
円
以
下
）を
有
す
る
単
身

者（
合
計
所
得
金
額
５
０
０
万
円
以
下
）

に
つ
い
て
、
ひ
と
り
親
控
除（
控
除
額

30
万
円
）を
適
用
し
ま
す
。

　

こ
れ
以
外
の
寡
婦（
合
計
所
得
金
額

５
０
０
万
円
以
下
）に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
控
除
額
26
万
円
を
適
用
し
ま

す
。

　

そ
の
他
の
税
制
改
正
に
つ
い
て
の
詳

細
は
、
市
税
務
課
市
民
税
係
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●給与所得控除・公的年金等控除から基礎控除への振り替えイメージ図

給与

事業、農業、
請負など

公的年金等

給与所得控除

必要経費

公的年金等控除

基礎控除

－ 10 万円

－ 10 万円

＋ 10 万円

（基礎控除額：
  33 万円→ 43 万円）
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年末年始地域安全運動

防犯意識向上のために
　各地区の交番・駐在所連絡協議会が令和 2 年
年末年始地域安全運動を行いました。これは、
防犯チラシ等を配布することで防犯意識を高め
てもらい、金融機関やコンビニでの強盗事件や
特殊詐欺を防止するために行われたものです。
　この日は、真幸地区で京町駐在所連絡協議
会やえびの地区防犯協会など、23 人が参加し、
パトロールや金融機関等の ATM 設置場所等で
防犯チラシの配布を行いました。

12

11

国際交流祭り

各国の歌やダンスを披露

12

12

　市国際交流センターで「国際交流祭り」が行
われました。これは、市民と外国人との交流の
場として、市国際交流センター主催で行われた
ものです。今年は、新型コロナウイルス感染症
防止のため、規模を縮小して開催されした。
　会場では、宮崎県の国際交流員（イギリス出
身）によるギター演奏やインドネシアからの技
術研修員によるダンスなど多彩な催しが行わ
れ、来場者からは、大きな拍手が送られました。

緑化推進運動に尽力

12

10

　コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社え
びの工場が、緑化の推進について顕著な功績の
あった個人・団体に授与される「令和 2 年緑
化推進運動功労者内閣総理大臣表彰」を受賞し
たことを市長に報告しました。
　稲津浩一郎工場長は、「コカ・コーラの職員
だけでなく、市民の皆さんの協力があって、今
回、内閣総理大臣表彰を受賞することができま
した」と話していました。

コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社
えびの工場内閣総理大臣表彰受賞

情報教育研修会

ICT 機器の活用法を学ぶ

12

15

　市役所で、市内の教職員を対象に、情報教育
研修会が行われました。講師に宮崎大学教育学
部准教授の小林博典氏を招き、来年度からの児
童生徒 1 人 1 台端末の活用に向けて、授業で
の ICT（情報通信技術）機器の活用やプログラ
ミング教育等について研修を行いました。
　参加者は、プログラミングによる演習等に積
極的に取り組み、授業での ICT 機器の具体的な
活用法を学んでいました。
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Pepper 防災教室

ロボットを活用して防災を学ぶ

12

17

　岡元小学校で、ソフトバンク株式会社の人型
ロボット「Pepper（ペッパー）」を活用した防
災教室が行われました。この教室は、市と同社
が 9 月に締結した連携協定に基づき行われた
ものです。同小全児童 19 人が参加し、地震の
仕組みなどについて学びました。
　同小 4 年の後藤咲

さ な

音さんは「家族と今日学
んだことを話して、いつでも避難できるように
準備しようと思います」と話していました。

商工会工業部会剪
せんてい

定ボランティア

気持ちよく利用するために

12

19

　老人福祉センターで、えびの市商工会の工業
部会が剪定ボランティアを行いました。
　同部会は、毎年、年に 2 回ボランティア活
動を行っています。
　同部会会長の福元英雄さんは「老人福祉セン
ターは温泉などもあり、さまざまな人が利用さ
れていると思います。剪定することで、皆さん
に気持ちよく利用していただければと思いま
す」と話していました。

認知症啓発グッズ贈呈

認知症への理解に役立てて

12

18

　飯野高校で、認知症啓発グッズ「ロバ隊長ス
トラップ」の贈呈式が行われました。ロバ隊長
とは、認知症サポーターキャラバンのマスコッ
トキャラクターです。今回、同校 JRC 部の生
徒 29 人（卒業生含む）が、認知症への理解を
広めるため 200 個作成し、市に寄贈しました。
　前部長の涌

わきみず

水葉月さんは「多くの人に認知症
について知ってもらいたいと思い、作成しまし
た」と話していました。

クリスマスカードプレゼント

12

23

　小林市の市民団体「地域医療を守る会」から
市立病院医師や入院患者へ向けたクリスマス
カード約 40 枚が贈呈されました。これは、小
林市の小学生陸上チーム・ジュニアアスリート
クラブの子どもやその家族によって、コロナ禍
で対応に追われる医師や面会できない患者を励
まそうと作成されたものです。
　入院患者の皆さんは「うれしくて何度も読み
返しました」と話していました。

コロナ禍での励みにしてほしい

劇団風の子九州公演

遊びから創造力を養う

12

20

　市制施行 50 周年記念事業として、劇団風の
子九州「にっこりぽっかり座」公演が行われま
した。同劇団は、「子どものいるとこどこへで
も」を合言葉に、全国各地や海外で児童演劇を
行っている団体です。午前の部と午後の部合わ
せて 46 人が来場し、一緒に手・顔・体を使っ
た表現あそびなどを楽しみました。
　また、公演に併せて、読書感想文・感想画表
彰式も行われました。

シルバー人材センターしめ縄寄贈

平和な一年になることを願って

12

24

　公益社団法人えびの市シルバー人材センター
が市役所にしめ縄を贈りました。これは、新年
を気持ちよく迎えてほしいと贈られたもので
す。
　贈られたしめ縄は、藤嶋勉理事長と田中敏春
さんによる手作りのものです。
　藤嶋理事長は「新型コロナウイルスが一日で
も早く終息し、来年が平和な年になることを
願って贈りました」と話していました。

竹はしらかし

一年間の無病息災を願って

1

3~

　市内各地の田んぼや河川敷で「竹はしらかし」
が行われました。今年は新型コロナウイルスの
影響により、数カ所のみの実施となりました。
　西川北自治会では、1 月 4 日に西川北地区内
の河川敷で行われました。竹はしらかしは、一
年間の無病息災を願って行われているもので
す。組んだ竹のやぐらで門松やしめ縄などを燃
やします。焼いた竹を持ち帰り、家に立てかけ
ておくと厄よけ・魔よけになるといわれます。

山内自治会タイムカプセル開封

10年間の夢を開封

12

20

　山内地区で、タイムカプセル開封式が行わ
れました。このタイムカプセルは、10 年前に、
市制施行 50 周年記念に合わせて開封するため
に、地区の皆さんが、10 年後の社会情勢や家族・
自分への思いを手紙にして埋設したものです。
　式では、数人が開封した手紙を読み上げまし
た。主催者の山下順一郎さんは、「10 年間楽し
みにしていました。皆さんの楽しそうな声を聞
いてうれしかったです」と話していました。



　
「
会
員
の
皆
さ
ん
と
集
ま
っ
て
過
ご
す
時

間
が
一
番
の
楽
し
み
で
す
」
と
話
す
の
は
、

視
覚
障
害
者
福
祉
会
会
長
の
九
渡
常
一
さ
ん

で
す
。

　

九
渡
さ
ん
は
、
40
歳
の
こ
ろ
か
ら
徐
々
に

視
力
が
弱
く
な
り
全
盲
に
な
り
ま
し
た
。
平

成
元
年
に
同
会
に
入
会
し
、
こ
れ
ま
で
十
数

年
会
長
を
務
め
て
き
ま
し
た
。「
先
生
に『
視

力
の
魅
力
を
捨
て
な
さ
い
』
と
言
わ
れ
た
こ

と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
最
初
は
つ
ら

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
皆
さ
ん
や
福
祉
に
関
わ
る
人
た
ち
に
あ

た
た
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
、
明
る
く
生
活

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」

　

同
会
は
、
年
に
8
回
の
ふ
れ
あ
い
活
動
や

毎
年
の
真
幸
小
学
校
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
会

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

ふ
れ
あ
い
も
半
分
ほ
ど
し
か
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
他
の
毎
年
行
っ
て
い
る
活
動
も
す

べ
て
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

　

会
員
の
減
少
に
悩
ん
で
い
る
と
い
う
九
渡

さ
ん
。「
私
が
入
会
し
た
こ
ろ
は
60
人
ほ
ど

会
員
が
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
11
人
で
す
。

市
内
に
は
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
が
ま
だ
ま

だ
い
ま
す
が
、
会
員
が
増
え
な
い
の
が
現
状

で
す
。現
在
は
、入
会
条
件
の
範
囲
も
広
が
っ

て
い
る
の
で
、
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
が
な
い

人
も
、
一
度
見
学
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
」

　
「
全
盲
の
視
覚
障
が
い
者
と
過
ご
し
な
が

ら
支
え
て
く
れ
る
妻
や
家
族
、
そ
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。私
た
ち
は
皆
さ
ん
の
声
が
頼
り
で
す
。

白
杖
を
持
っ
た
人
に
は
、
積
極
的
に
声
を
か

け
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

外
の
世
界
に
一
歩
踏
み
出
し
て

楽
し
み
を
見
つ
け
て
ほ
し
い

九渡 常一さん

市 民 の お す す め の 一 冊

路傍の石
山本有三 作

（旺文社）

えびの市パークゴルフ協会
会長 田中虎夫さんのおすすめ

■おすすめコメント

　「はたらくってのはね、は
たをらくにしてやることさ。」
吾一（ごいち）の誠実に生き
ていく姿が、少年期から時
代を超えて、深い余韻のあ
る本です。

twitter 始めました！
えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://ebino-city-lib.jp/
開館時間 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

【お問い合わせ】 竹下妙子さん ☎37-3056短歌 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（2月） 時　間

飯野地区コミュニティセンター 12日（金）、
26日（金） 14：05〜14：30

飯野駅前地区体育館→飯野出張所 3日（水）、
17日（水） 14：05〜15：15

麓橋団地→大平職員宿舎→自衛隊
官舎

5日（金）、
19日（金） 14：50〜16：30

岡元小学校→市立病院→さくら苑 9日（火）、
24日（水） 13：15〜15：15

プラッセだいわ→真幸地区体育館
→老人福祉センター

10日（水）、
25日（木） 14：05〜16：30

■
短
歌

■
詩

■
俳
句

霜
な
か
に
「
ひ
こ
ば
え
」
青
く
伸
び
立
て
る

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
生
き
む
と
ぞ
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
下
妙
子

　
植
物
は
長
い
冬
に
耐
え
春
を
待
つ
。人
間
も
し
か
り
、
長
い
人
生
に
は
、
植
物
的
越

冬
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
あ
る
と
思
う
。霜
一
面
の
田
に
刈
ら
れ
た
稲
株
の
中

に
「
ひ
こ
ば
え
」
が
青
く
す
っ
く
と
立
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
皆
ん
な
で
現
場
の
困
難

を
乗
り
越
え
て
行
き
た
い
と
切
に
祈
る
の
み
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
） 

喧
嘩
凧
念
を
送
り
て
加
勢
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
山
夢
真

　
相
手
の
糸
を
切
る
ま
で
が
勝
負
　
勝
ち
負
け
は
時
の
運
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

除
夜
の
鐘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
虎
夫

■「長いお別れ」バリアフリー上映会（大人向け）
バリアフリー上映会とは、誰もが映画を楽しめるよう、字
幕や音声ガイドなどを備えて上映するものです。
●開催日時＝2月6日（土）午後1時30分〜
●場所＝市文化センター 2階 大研修室
●参加費＝無料

リレー形式で、市民の皆さんにおすすめの一冊を
紹介してもらいます。

小
鳥
の
よ
う
に
舞
い
下
り
て

冬
ざ
れ
の
庭
駈か

け
回
っ
て
い
た

羽
織
脱
が
さ
れ
た
庭
木
の
向
う
に

新
芽
の
命　

密ひ
そ

か
に
育
み

裸
の
姿
で
健け
な
げ気
に
立
ち
並
ん
で
い
る

門
辺
に
青
々
と
茂
ら
せ
る
譲ゆ
ず
り
は葉

つ
や
や
か
な
若
草
色

風
雪
に
耐
え
た
黒
緑
の
古
葉
は

散
り
急
が
な
い

若
い
葉
の
育
ち
を
見
と
ど
け

何い

つ時
し
か
さ
り
気
な
く
ハ
ラ
リ
と

次
の
世
代
に
生
命
の
煌き
ら

め
き
与
え

座
を
去
る

年
は
暮
れ
て
ゆ
く

新
型
コ
ロ
ナ　

異
常
豪
雨　

危
険
な
暑
さ

異
常
が
異
常
を
超
え
た
宿
題
残
し
て

夢
と
希
望
と
期
待
と
不
安
と
が
交
錯
す
る

安
穏
念
じ
除
夜
の
鐘
を
き
い
た

■手作り講座「英字新聞でエコバッグを作ろう」
●開催日時＝2月20日（土）午後1時30分〜午後3時
●場所＝図書館 学習室
●定員＝10人 ※申し込みが必要です。
●参加費＝無料
※どなたでも参加できます。小学2年生以下は保護者同伴
でお願いします。

■読まなくなった本をお譲りください
3月6日（土）に行われる「ブックリサイクル」の本の寄贈
を募集しています。読まなくなった本がある場合は、寄贈
をお願いします。
●受付期限＝2月28日（日）

※この記事は、令和 2 年 12 月 16 日に取材したものです。
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視覚障害者福祉会 会長



座
り
す
ぎ
が
健
康
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す

■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

偽 S M S（ショートメッセージ）に注 意

日頃 から災 害などに備えましょう

12月の交通事故
発生状況

人　身 3件
物　件 32件

本年累計 24件
本年累計 314件

12月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災 1件
救　急 86件

本年累計 18件
本年累計 845件

　

あ
な
た
は
1
日
に
ど
の
く
ら
い
の

時
間
座
っ
て
い
ま
す
か
？
最
近
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
外
出
の
機
会
が
減
り
、
家
で
過

ご
す
時
間
が
多
く
な
り
ま
し
た
。ま

た
、
デ
ス
ク
上
だ
け
で
多
く
の
仕
事

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
家
で
も
テ

レ
ビ
や
ス
マ
ホ
の
画
面
を
見
な
が
ら

ソ
フ
ァ
に
座
っ
て
い
る
よ
う
な
「
座

り
す
ぎ
」
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
人

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
時
間
座
り
続
け
る
こ
と
で
血
流

や
筋
肉
の
代
謝
が
低
下
し
、
健
康
に

害
を
及
ぼ
す
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。1
日
に
座
っ
て
い
る
時
間

が
4
時
間
未
満
の
成
人
と
比
べ
、
1

日
に
11
時
間
以
上
座
っ
て
い
る
人
は

死
亡
リ
ス
ク
が
40
％
も
高
ま
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
仕
事
な
ど
で
長
時
間
座
り
続

け
る
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
座
る
時

間
を
短
く
す
る
の
は
限
界
が
あ
り
、

新
た
な
健
康
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
で
き
る

だ
け
仕
事
の
合
間
に
「
立
つ
」、「
動

く
」
こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
座
り
す
ぎ
対
策
は
個
人

で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
職
場
ぐ
る

み
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

先
進
的
な
企
業
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
を
し
、
そ
れ
が
健
康
経
営
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
座
り
す
ぎ
て
い
る
と
思
っ
た
ら
、

ま
ず
は
立
ち
上
が
っ
て
、
少
し
体
を

動
か
し
て
み
る
」
こ
れ
も
立
派
な
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。立
ち
上
が
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
は
、
か
か
と
の
上
げ

下
ろ
し
運
動
や
ふ
く
ら
は
ぎ
を
軽
く

も
む
な
ど
、
足
の
運
動
も
お
す
す
め

で
す
。

　
文
：
市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係

　 昨 年 は、今まで 経 験したことの な い 規 模 の 災
害 が 全 国 各 地で 相 次 いで 発 生しました。
　 い つ、ど の 瞬 間、ど れくら い の 規 模 で 発 生 す
るか もしれ な い 災 害、被 害 を 最 小 限 にとどめる
た め に も、日頃 からの 備え、一 人 一 人 の 意 識 が
大 切で す。
　 新 年 を 迎えた 今、家 族・地 域ぐる み で 防 災 意
識を高 めましょう。

　 宅 配 事 業 者 を 装った「 不 在 通 知 」の 偽メー ル
（S M S ) に関 する相 談 が 多く寄 せられています。

◯ 相 談 事 例
不 在 通 知メールから偽サイトにアクセスし、個 人
情 報を入 力してしまい、携 帯 電 話のキャリア決 済
などで身に覚えの な い 料 金 の 請 求をされ た。
◯ 予 防・対 策

・送 信 元 に折り返しの 連 絡をしな い。
・記 載されているサイトにアクセスしな い。
・アクセスしてしまってもI D や パスワードなどの
個 人 情 報を入 力しな い。

生涯スポーツ
L i f e l o n g  s p o r t

ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
方
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

いきいき！健康
H e a l t h y  L i f e

　

ア
ル
コ
ー
ル
の
適
正
飲
酒
量
は
純

ア
ル
コ
ー
ル
量
20
ｇ
（
25
度
焼
酎
な

ら
1
0
0
㏄
、
ビ
ー
ル
な
ら
5
0
0

㏄
）
で
す
。
平
成
30
年
度
国
民
健
康

保
険
特
定
健
診
結
果
に
よ
る
と
、
宮

崎
県
で
は
多
量
飲
酒
と
い
わ
れ
る
純

ア
ル
コ
ー
ル
量
60
ｇ
（
25
度
焼
酎
な

ら
3
0
0
㏄
）
以
上
飲
ん
で
い
る
人

の
割
合
が
1
・
9
％
で
し
た
が
、
え

び
の
市
で
は
そ
の
約
6
倍
の
11
・
2

％
で
し
た
。
ま
た
、
メ
タ
ボ
該
当
者

が
24
・
5
％
と
、
国
の
18
・
4
％
や
県

の
19
・
2
％
よ
り
多
い
割
合
と
な
っ

内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
加
え
て
高
血
糖
、

高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
と
い
っ
た
生

活
習
慣
病
の
危
険
因
子
を
併
せ
持
っ

た
状
態
を
い
い
ま
す
。こ
れ
ら
を
予

防
す
る
た
め
に
も
、
上
手
な
ア
ル
コ

ー
ル
の
飲
み
方
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

①
1
日
の
適
正
飲
酒
量
を
守
る
（
純

ア
ル
コ
ー
ル
量
20
ｇ
以
下
）

②
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
を
低
い
も
の
に

変
え
る
（
焼
酎
25
度
を
20
度
に
）

③
飲
ま
な
い
日
を
つ
く
る（
休
肝
日
）

④
就
寝
2
時
間
前
ま
で
に
「
飲
み
食

い
」
を
や
め
る

　
文
：
市
健
康
保
険
課 

中
原
栄
養
士

て
い
ま
す
。メ
タ
ボ
該
当
者
の
飲
酒

量
を
見
る
と
、
非
該
当
者
に
比
べ
て

適
正
飲
酒
量
以
上
飲
ん
で
い
る
割
合

や
毎
日
飲
む
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
と
ア
ル
コ
ー

ル
の
代
謝
が
優
先
さ
れ
る
た
め
食

べ
物
の
代
謝
が
後
回
し
に
な
り
、
内

臓
脂
肪
が
た
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

毎
日
多
量
飲
酒
す
る
人
は
、
こ
の
状

態
が
繰
り
返
さ
れ
、
メ
タ
ボ
に
な
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
と
は
、
お
腹
周
り
に
つ
く

に
よ
り
振
込
先
の
口
座
を
凍
結
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
支
払

い
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
し

て
カ
ー
ド
番
号
を
入
力
し
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会

社
に
カ
ー
ド
番
号
の
変
更
を
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
相
談

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
1
8
8
（
局
番
な
し
）

市
消
費
者
相
談
窓
口（
火
曜
日
の
み
）

☎
35
‐
3
7
3
1

　
　

文
：
市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

 

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
買

い
物
を
し
た
が
商
品
が
届
か
な
い
」、

「
粗
悪
な
商
品
が
届
い
た
」
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
な
サ
イ
ト
の
開
設
者
の
多
く

は
海
外
事
業
者
で
あ
る
た
め
、
金
銭

被
害
の
救
済
は
困
難
で
す
。

　

詐
欺
サ
イ
ト
の
特
徴
と
し
て
は
、

一
般
に
流
通
し
て
い
る
価
格
よ
り
格

安
で
商
品
を
販
売
し
て
い
る
こ
と
や

支
払
い
が
銀
行
振
込
の
み
で
個
人
名

義
の
口
座
で
あ
る
、
サ
イ
ト
に
記
載

の
住
所
が
実
在
し
な
い
、
電
話
番
号

の
記
載
が
な
い
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
な
か
に
は
、
正
規
の
サ
イ
ト
と

そ
っ
く
り
だ
っ
た
り
、
ロ
ゴ
を
そ
の

ま
ま
コ
ピ
ー
し
て
い
た
り
な
ど
、
見

分
け
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
な
サ
イ

ト
も
あ
り
ま
す
。被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
は
、
慎
重
に
サ
イ
ト
を
見
分

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。少
し
で
も

不
安
に
感
じ
た
場
合
は
、
購
入
を
や

め
ま
し
ょ
う
。

　

被
害
に
気
付
い
た
場
合
は
す
ぐ
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。振
り
込
み
被
害

の
場
合
は
、
金
融
機
関
へ
の
申
し
出

商
品
が
届
か
な
い
詐
欺
サ
イ
ト
に
注
意
！

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g
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会計年度任用職員募集

　市では、次の業務の会計年度任用職員を募集します。
美化センター勤務
■受付事務

【募集人員】2人
【業務内容】受付業務およびごみ分別指導、データ整理、

環境整備など
【適任要件】パソコン（ワード・エクセル）ができる人
【報酬】5,783 〜 6,148円（日額）※通勤・期末手当あり
【勤務時間】
［通常］午前8時30分〜午後5時15分（早番・遅番のシフト

制で6時間15分勤務）
［土曜］午前8時30分〜午後0時30分
［年末および日曜］午前8時30分〜午後5時15分

※土・日の勤務は交代制です。
■作業員

【募集人員】3人
【業務内容】ごみ収集および機械整備、資源物搬出作業、

場内清掃、不法投棄の回収・監視
※草刈機、チェーンソー、ハンマーナイフモア等を使用
します。

【報酬】6,572 〜 7,015円（日額）※通勤・期末手当あり
【勤務時間】
［通常］午前8時30分〜午後5時15分（早番・遅番のシフト

制で7時間勤務）
［土曜］午前8時30分〜午後0時30分
［年末および日曜］午前8時30分〜午後5時15分

※土・日の勤務は交代制です。
■運転手

【募集人員】3人
【業務内容】ごみ収集および車両整備、資源物搬出作業、

場内清掃、不法投棄の回収・監視
※草刈機、チェーンソー、ハンマーナイフモア等を使用
します。

【資格要件】次の3つを持っていること
・運転免許証中型以上
・小型車両系建設機械運転の業務に係る特別教育受講修
了証

・フォークリフト運転の業務に係る特別教育講習修了証

※玉掛け・小型移動式クレーン運転技能講習受講修了証
を有する人は優遇します。

【報酬】7,612 〜 8,266円（日額）※通勤・期末手当あり
【勤務時間】
［通常］午前8時30分〜午後5時15分（早番・遅番のシフト

制で7時間勤務）
［土曜］午前8時30分〜午後0時30分
［年末および日曜］午前8時30分〜午後5時15分

※土・日の勤務は交代制です。
■共通事項

【勤務場所】市美化センター
【雇用期間】4月1日〜令和4年3月31日
【保険等】社会保険および雇用保険あり
【申込期限】2月15日（月）
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接

※面接日時は、後日申込者に連絡します。
【申込方法】市様式の履歴書に必要事項を記入のうえ、市

美化センターに直接、または郵送（2月15日まで必着）で
提出してください。※市様式の履歴書は市美化センター、
市総務課にあります。
申・問市美化センター
☎33-5782

児童クラブ勤務
■直営児童クラブ支援員

【募集人員】8人程度
【資格要件】教員免許または保育士等の資格を持ち、宮崎

県が行う研修（放課後児童支援員認定資格研修）を修了
した人
※認定資格研修を修了していない人は修了まではみなし
支援員としての勤務となります。令和3年度中に認定資
格研修（延べ4日間）を受講する必要があります。

【報酬】7,085 〜 7,509円（日額）※通勤・期末手当あり
■直営児童クラブ補助員

【募集人員】4人程度
【資格要件】不問
【報酬】5,552 〜 5,902円（日額）※通勤・期末手当あり

■共通事項
【業務内容】児童クラブでの児童の保育・支援
【勤務日数】週5日程度（月曜〜土曜 ※祝日・年末年始を

除く）

※夏休みおよび春休み期間の一部の週については、週6
日の勤務になる場合があります。

【勤務時間】［平日］午後0時30分〜午後6時30分
［土曜、夏休み・春休み期間等］午前8時〜午後6時30分

※土曜、夏休み・春休み期間等はシフト制です。
【勤務場所】飯野小学校内、岡元小学校内
【雇用期間】4月1日〜令和4年3月31日
【保険等】社会保険・雇用保険あり
【申込期限】2月26日（金）
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接

※面接日時は、後日申込者に連絡します。
【申込方法】市様式の履歴書に必要事項を記入のうえ、市

こども課子育て支援係に直接、または郵送（ 2月26日ま
で必着）で提出してください。
※市様式の履歴書は、市こども課にあります。
申・問市こども課 子育て支援係
☎35-3738（直通）

「 2021宮崎県ふるさと就職説明会」
を開催します

　宮崎県では、人材を求める県内企業と県内就職希望者
の出会いの機会として、オンライン形式による就職説明
会を開催します。

【開催日】2月27日（土）、28日（日）
【時間】午前10時〜午後5時30分
【対象】県内での就職を希望する人
【参加企業等】県内に事業所等を有し、県内で就業する人

材を募集する企業約50社および行政関係機関
※参加企業等は、宮崎県ホームページ（ https://www.
pref.miyazaki.lg.jp/ ）でご確認ください。

【内容】
①県内企業等の魅力紹介（リアルタイム配信）
②チャットによる質疑応答
③新卒学生・一般求職者向け就職ガイダンス
④県外3会場にオンライン視聴環境とUIJターン就職相談
コーナーの設置

【参加費】無料
【申込方法】事前に専用サイトの申し込みフォームから

お申し込みください。詳しくは、宮崎県ホームページを
ご覧ください。

問宮崎県雇用労働政策課
☎0985-26-7105

令和5年以降のえびの市成人式

　令和4年4月に改正民法が施行されることに伴い、成年
年齢が20歳から18歳に引き下げられます。
　市では、令和5年1月以降も引き続き、その年度内に20
歳を迎える人を対象として式典を開催します。開催時期
は現行どおり1月5日とし、式典の名称は「20歳（はたち）
のつどい」など、20歳の節目にふさわしいものとなるよ
う、今後検討していきます。
■対象者を引き続き20歳とする主な理由

・飯野高校1年から3年の生徒と保護者を対象にアンケー
トを実施したところ、生徒81.8％、保護者87.7％が20歳
での開催を望むと回答したため。

・18歳にした場合、対象者の多くが大学受験や進学、就
職を控えた大切な時期、経済的にも時間的にも余裕がな
い時期であり、配慮する必要があるため。
問市社会教育課 社会教育係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）

「にせ税理士」にご注意ください

　税理士でない人が、税務代理、税務書類の作成および
税務相談の税理士業務を行うこと（「にせ税理士」行為）
は、税理士法で固く禁じられています。
　所得税および復興特別所得税や消費税および地方消費
税の確定申告書や決算書などの税務書類の作成や税務相
談を依頼する場合は、税理士であること（税理士証票を
携行し、税理士会員章（バッジ）を着けています）を確認
のうえ、ご相談ください。
　にせ税理士へ相談することは、あなた自身に不測の損
害を与える恐れがありますので、十分にご注意ください。
　詳しくは、最寄りの税務署にお尋ねください。
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内
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今月の表紙　≫ 今月の納税　≫ 人　口　≫

世帯数　≫

17,640人 （前月比 -43人）
男性／8,352人（-21人） 　女性／9,288人（-22人）
転入／27人  転出／39人  出生／10人  死亡／41人

8,237世帯 （前月比 -31世帯）

あ け まして お めでとうご ざ いま す。今 年 も市 民 の 皆 さ
ん にわかりやす い 広 報 紙を目指して頑 張りますので、

よろしくお願いします。（ 長 友 ）

い つ も は 晴 れ 着 姿 で 笑 顔 の 新 成 人を 取 材し 、新 年 の
訪 れを感じますが、今 年 は 叶わず。早く明るい 未 来に

なってほしいと願うばかりです。（ 久保 田 ）

個人市県民税 第4期
国民健康保険税 第7期
後期高齢者医療保険料 第7期

2月1日（月）までに納めましょう。
（令和3年1月1日現在）

えび の 高 原 屋 外アイス スケー
ト場 。今 シーズ ンは、新 型コロ
ナウイルス 感 染 症 対 策 を実 施
したうえで、2 月2 3 日（ 火 ）ま
でオープン予定です。

令和3年度米の作付の目安

　転作制度における米の作付けの目安は次のとおりです。
【作付の目安】48 〜 72％
【転作率】28 〜 52％

　米の作付実績に応じて配分するため、生産者ごとに作
付の目安が異なります。令和3年度の各生産者の具体的
な面積については、3月中旬に予定している令和3年度の
転作受付の案内文と一緒に送付します。
※作付の目安は、全国の需要を知るための指標であり、
目安を守らなくても罰則等はありません。各生産者の経
営に応じて計画をたてることができますので、参考にし
てください。
※令和3年度も転作作物の交付金は交付されます。単価
についても令和3年度の転作受付の案内文と一緒に送付
します。
問市畜産農政課 農産園芸係
☎35-1650（直通）

ひとり親家庭等児童入学祝金の申
請をお願いします

　市では、ひとり親家庭等の保護者に対して、経済的負
担を軽減するとともに、児童の健全な育成を図ることを
目的として、養育している児童の小学校入学に際して祝
金を支給しています。対象者と想定される人には案内を
送付します。期間内に申請をお願いします。

【対象】令和3年4月に小学校入学を迎える児童を養育し
ているひとり親家庭の保護者、または父母が養育しない
場合において現に児童を養育している者 ※入学日まで
に対象児童がえびの市民でなくなった場合やひとり親家
庭等に該当しなくなった場合は対象外となります。

【支給額】対象児童1人につき1万円分のえびの市商工会
の商品券を支給します。
※申請受付後、支給決定した人に市こども課窓口で交付
します。

【申請期間】2月16日（火）〜 2月22日（月）
※申請期間終了後に対象となった人は、3月31日（水）ま
で随時受け付けます。

【受付場所】市こども課こども相談係
【受付時間】午前8時30分〜午後5時15分（土・日、祝日を

除く）
【持参する物】印鑑、ひとり親家庭であることが確認でき

る物（戸籍謄本など）
申・問市こども課 こども相談係
☎35-3739（直通）

障害基礎年金等受給ひとり親家庭の
「児童扶養手当」が変わります
　これまでは、障害基礎年金等を受給している人は、障
害基礎年金等の額が児童扶養手当の額を上回る場合、児
童扶養手当を受給できませんでした。しかし、令和3年3
月分の手当以降は、児童扶養手当の額が障害基礎年金等
の子の加算部分の額を上回る場合、その差額を児童扶養
手当として受給できるようになります。
　児童扶養手当受給資格者として認定を受けていない人
は、受給するための申請を行ってください。
※すでに児童扶養手当受給資格者として認定を受けてい
る人は申請不要です。
※申請は随時受け付けますが、令和3年6月30日までに申
請すれば、令和3年3月分までさかのぼって受給できます。

【受付場所】市こども課こども相談係
【受付時間】午前8時30分〜午後5時15分（土・日、祝日を

除く）

【持参する物】印鑑、戸籍謄本、年金手帳、受給している
年金の証書、家族全員分の健康保険証およびマイナン
バーがわかるもの
申・問市こども課 こども相談係
☎35-3739（直通）

ひとり親世帯臨時特別給付金の申
請はお済みですか

　新型コロナウイルス感染症拡大に伴う、ひとり親世帯
の子育て負担の増加や収入の減少に対する支援を行うた
め、令和2年9月からひとり親世帯等に給付金を支給して
います。また、令和2年12月からは、この給付金の基本給
付分について再支給をしています。該当する人で、まだ
給付金や再支給の申請をしていない人は早めに申請をし
てください。
■児童扶養手当受給世帯等への基本給付

【対象】次のいずれかに該当する人
①公的年金給付等を受けていることにより児童扶養手当
の支給を受けていない人（児童扶養手当の支給制限限度
額を下回る人のみ）
②新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変
し、直近の収入が児童扶養手当の受給対象と同じ水準と
なった人
※再支給分の申請も同時に可能です。
※すでに給付を受けた人は対象外です。

【給付額】1世帯5万円、第2子以降1人につき3万円
■収入が減少した児童扶養手当受給世帯等への追加給付

【対象】公的年金給付等を受けていることにより児童扶
養手当の支給を受けていない人（児童扶養手当の支給制
限限度額を下回る人のみ）のうち、新型コロナウイルス
感染症の影響を受けて家計が急変し、収入が大きく減少
した人

※すでに給付を受けた人は対象外です。
【給付額】1世帯5万円

■共通事項
【申込期限】2月26日（金）
【受付場所】市こども課こども相談係
【受付時間】午前9時〜午後4時（土・日、祝日を除く）
【持参する物】本人確認書類（運転免許証、健康保険証、

マイナンバーカードなど）、通帳またはキャッシュカー
ド、対象に該当する収入（所得）であることがわかる給
与明細書・年金振込通知書などの書類
※戸籍謄本が必要な場合があります。
申・問市こども課 こども相談係
☎35-3739（直通）

■証明書等コンビニ交付サービスを
　ご利用ください

問市民環境課 市民・年金係　   ☎35-1117（直通）
問市税務課 収納対策室　　　☎35-3737（直通）

　マイナンバーカードを利用して、市が発行する証
明書（住民票の写し、印鑑登録証明書等）を全国の
コンビニエンスストア等のマルチコピー機で取得で
きます。

【利用日時】午前 6 時 30 分〜午後 11 時
※年末年始を除く
※戸籍証明のみ平日午前 9 時〜午後 5 時

【取得できる証明書】
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全部（一部）
事項証明書、戸籍の附票の写し、所得課税証明書、
非課税証明書
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ハシブトガラス
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す
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タ
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写真：ハシブトガラス（撮影：令和元年4月5日）
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